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	発表演題名
	散発下痢症患者由来のフルオロキノロン耐性大腸菌

	学会名
	第81回日本感染症学会

	発表者名
	石畝　史（保健衛生部）

	開催場所
	京都市　国立京都国際会館

	開催日時
	平成１９年４月１０日（火）

	発表内容
	　現在、多くの病原菌が薬剤に耐性を持ちつつあることが問題となっている。

　そこで、福井県内で検出した散発下痢症患者由来大腸菌（433株）の薬剤耐性を調べた。その結果、抗菌力が強いため多用されてきたフルオロキノロン（FQ）系薬剤に耐性を持つ株が55株検出された。特に、血清型O25は、120株中30株がFQ耐性株で、2002年に県内で初めて確認されて以来、増加傾向にある。また、FQ系薬剤のうち、ノルフロキサシン以外の薬剤は小児に使用出来ないが、耐性菌の約30％は7歳以下の小児から検出された。


